
成
果
を
確
認
し
、「
人
と
人
の
繋
が
り
が
大
切

に
さ
れ
、
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可

能
な
社
会
」を
め
ざ
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
日
の
総
会
で
1
年
間
の
活
動
方
針
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
活
発
な
議
論
の

も
と
、
活
動
方
針
の
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
冒
頭
、
吉
岡
会
長
が
、

日
頃
か
ら
の
各
会
員
・
関

係
団
体
の
中
央
会
運
動
、

労
働
者
福
祉
運
動
に
対
す

る
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協

力
に
謝
辞
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
総
会
開
催
に
あ

た
っ
て
の
決
意
を
以
下
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
、
5
月
8

日
に
感
染
法
上
2
類
か
ら
5
類
に
移
行
さ
れ
、

マ
ス
ク
着
用
や
感
染
者
の
外
出
自
粛
な
ど
基
本

的
に
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
一
方
で
5
類
へ
移
行
し
た
と
し
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
、
変
異
を

続
け
感
染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
特
に
医

療
や
福
祉
に
お
い
て
は
、職
場
内
お
け
る
感
染
・

ま
ん
延
防
止
対
策
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
社

会
基
盤
や
生
活
様
式
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
社
会
機
能
の
脆
弱

性
が
顕
在
化
し
た
中
で
、
人
を
重
視
し
た
社
会

構
造
に
転
換
し
な
け
れ
ば「
生
き
づ
ら
い
社
会
」

か
ら
の
脱
却
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
岸
田
政
権
は
、「
異

次
元
の
少
子
化
対
策
」を
掲
げ
、
日
本
社
会
に

お
い
て
少
子
化
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
に

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
統
一
自
治
体
選
挙
や
衆

参
補
欠
選
挙
を
控
え
、「
6
月
の
骨
太
方
針
ま

で
に
将
来
的
な
こ
ど
も
・
子
育
て
予
算
の
倍
増

に
向
け
大
枠
を
示
す
」と
し
、
予
算
審
議
を
行

わ
ず
、
肝
心
な
安
定
財
源
の
確
保
や
具
体
的
な

政
策
に
つ
い
て
先
送
り
し
て
き
た
。

　
こ
こ
に
き
て
、
こ
の「
異
次
元
の
少
子
化
対

策
」で
も
、
増
税
を
否
定
す
る
一
方
で
、
個
人

の
負
担
増
と
な
る
社
会
保
険
料
の
上
乗
せ
徴
収

や
十
分
で
な
い
社
会
保
障
費
の
歳
出
削
減
と
し

て
扶
養
控
除
の
縮
小
・
廃
止
な
ど
、「
ス
テ
ル

ス
増
税
」と
で
も
い
う
べ
き
負
担
増
を
検
討
し

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
、
経
済
は
停
滞
し
、
低
所

得
者
、
女
性
、
高
齢
者
な
ど
多
く
の
国
民
が
経

済
的
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
中
、
異

常
と
も
い
え
る
防
衛
費
に
お
金
を
か
け
る
の
で

な
く
、
そ
の
財
源
は
、
国
民
に
寄
り
添
っ
た
経

済
対
策
や
社
会
保
障
費
の
充
実
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

　
私
た
ち
中
央
会
は
、
働
く
者
同
士
の
相
互
扶

助
と
自
主
独
立
の
精
神
の
も
と
、
す
べ
て
の
働

く
人
た
ち
の
幸
福
を
求
め
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
し
た
団
体
と
し
て
、
よ
り
強
く
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
で
支
え
合
い
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
福
祉
型
社
会
の
創
造
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
中
央
会
は
今
年
6
0

周
年
を
迎
え
、
1
2
月

に
は
記
念
事
業
を
行
う

予
定
に
し
て
い
る
。
改

め
て
、
こ
れ
ま
で
、
先

輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ

た
労
働
者
社
会
福
祉
運

動
の
理
念
、
絶
え
間
な

い
運
動
の
継
承
と
そ
の

第67回 通常総会を開催！！

中川連合会長

総会の様子

新任の西村理事 退任した野地理事

　
2
0
2
3
年
6
月
2
日
（
金
）、宮
崎
市
の
九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
会
議
室
に
お
い
て
（
一
社
）

宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
第
6
7
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
渦
を
考
慮
し
、
代
議
員
7
名
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
9
名
、

来
賓
と
し
て
連
合
宮
崎
中
川
会
長
に
出
席
い
た
だ
き
、
宮
崎
県
商
工
観
光
労
働
部
丸
山
部
長
か
ら
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
労
福
協
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
北
海
道
・
広
島
、

九
州
・
沖
縄
の
各
県
労
福
協
か
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
第
1
号
議
案
「
2
0
2
2
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監

査
報
告
承
認
の
件
」、
第
2
号
議
案
「
2
0
2
3
年
度
事
業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）
承

認
の
件
」、
第
3
号
議
案
「
役
員
の
報
酬
承
認
の
件
」、
第
4
号
議
案
「
役
員
補
充
選
挙
承
認
の
件
」、

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
含
め
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

2023年度（一社）宮崎県労働者福祉団体中央会役員名簿

会　　長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
専務理事
常務理事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

役 職 名

吉岡　英明
中川　育江
福田　浩司
鬼束　善史
中原　和雄
假野　耕司
片平　　彰
西村　　仁
小川　順平
児玉　賢一
日髙　靖人

自治労宮崎県本部
連合宮崎
旭化成労働組合
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済 coop〈全労済〉宮崎推進本部
宮崎県労働者福祉団体中央会
九州労働金庫宮崎県本部
宮崎霊園事業団
みやざき福祉学園・みやざき福祉園
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済 coop〈全労済〉宮崎推進本部

氏　  名 出身団体

理事定数6名以上10名以内、監事2名以内 2023年6月2日現在

吉岡会長

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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2
0
2
3
年
6
月
26
日（
月
）、
九
州
労
働
金
庫
第
2
3
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
4
年
ぶ
り
と
な
る
集

合
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
山
本
理
事
長
よ
り
挨
拶
を
受
け
、
そ
の
後
、
報

告
事
項
と
し
て「
2
0
2
2
年
度
事
業
報
告
」、「
2
0
2
2
年
度

業
務
報
告（
計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
）」
の
説
明
が
あ
り
、
異

議
な
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
審
議
事
項
で
あ
る
第
1

号
議
案「
第
7
1
期
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
」、
第
2
号
議
案

「
2
0
2
3
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
」、
第
3
号
議
案「
定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
」、
第
4
号
議
案「
会
員
の
除
名
つ
い
て
」、

第
5
号
議
案「
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
」、
第
6
号
議
案「
退

任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て
」
の
提

案
が
あ
り
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
総
会
で
、
5
年
間
監
事
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ

た
前
原
達
美
氏（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
九
州
総
支
部
宮
崎
分
会
）
が
退
任

さ
れ
、
後
任
に
は
同
分
会
よ
り
尾
上
隆
規
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
2
0
2
3
年
度
が「
第
7
期
中
期
経
営

計
画
」
及
び「
中
期
業
務
改
革
計
画
」「
中
期
I
T
計
画
」
の
最
終

年
度
で
あ
り
、「
九
州
ろ
う
き
ん
が
め
ざ
す
姿
」
の
実
現
に
向
け

て
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
年
度
と
位
置
づ
け
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各

施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

九
州
労
働
金
庫　

 

通
常
総
会
開
催
報
告

第23回

＜九州ろうきんがめざす姿（2030年3月末）＞

◉「はたらく人にとって、もっとも身近な金融機関」であり続けます
①『組織労働者』との取引をより深く、②『未組織労働者』との取引をより広く、③『退
職者』との取引をより長く、お付き合い (取引 )ができる〈ろうきん〉をめざします。

◉「ろうきんらしい、ろうきんならではの事業」を展開します
①はたらく人や社会から共感される事業、②会員推進機構・労働者福祉団体と連
携した事業、③福祉金融機関としての役割を発揮した事業をめざします。

◉「信頼され、安心して利用いただける経営基盤」を確立します
①安定的な収益確保と事業目標 ( 計数計画 ) を達成しながら、②質の高い会員・
顧客サービスを拡充し、③法令等遵守態勢と内部管理態勢を一層強化した、健全
で活気ある職場風土をめざします。

九州ろうきん総会の様子

山 本　新 彦
青 栁　　直
金 子　智 俊
染 井　和 久
河 野　哲 也
松 尾　勝 博
西 村　芳 樹
井 手　雅 彦
中 野　　忠
峯 潔
佐 藤　寛 人
鬼 束　善 史
黒 江　嘉 文
矢 田　信 浩
増 田　隆 男
本 村　政 敏
新 家　正 浩
山 口　裕 志
中 川　俊 紀
濵 田　享 二
山 本　　寛
野畑　由紀夫
溝口　慎一郎
谷 口　博 次
福 田　浩 司
満 永　正 幸
中川路　　守
小 倉　知 子
本 村　隆 幸
山 下　和 英
尾 上　隆 規
鬼 塚　俊 一

員外
員外
員外
員外
員外
員外
全日産・一般業種労働組合連合会福岡地方協議会
日本労働組合総連合会佐賀県連合会
自治労長崎県本部
自治労熊本県本部
大分県教職員組合
自治労宮崎県本部
九州電力労働組合鹿児島支部
日本労働組合総連合会福岡県連合会
日本製鉄八幡労働組合
佐賀県教職員組合
自治労佐賀県本部
全日通労働組合長崎県支部
大島造船労働組合
九州旅客鉄道労働組合熊本地方本部
日本労働組合総連合会熊本県連合会
日本労働組合総連合会大分県連合会
自治労大分県本部
宮崎県教職員組合
旭化成労働組合
自治労鹿児島県本部
鹿児島県教職員組合
弁護士
福岡県教職員組合連絡協議会
長崎県教職員組合
ＮＴＴ労働組合九州総支部宮崎分会
南国交通労働組合

新任
新任

新任

新任
新任

（大 分）
（佐 賀）
（熊 本）
（福 岡）
（福 岡）
－

福 岡
佐 賀
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
福 岡
福 岡
佐　賀
佐　賀
長 崎
長 崎
熊 本
熊 本
大 分
大 分
宮 崎
宮 崎
鹿児島
鹿児島
－

福 岡
長 崎
宮　崎
鹿児島

理 事 長
専務理事
〃

常務理事
〃

常勤監事
常務理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃
〃

特別中央執行委員

特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員
特別執行委員

事務局長
組合長
執行委員長
書記長
執行委員長
執行委員長
執行委員長
事務局長
副会長
執行委員長
特別執行委員
中央執行委員長
執行委員長
執行委員長

議長
中央執行委員長
事務局長
執行委員長

役　職 氏　名 出身県 出身組織名 役職名 備考

統
括
本
部

県
本
部

非
常
勤
理
事
・
監
事

◆
宮
崎
県
本
部
の
2
0
2
3
年
度
事
業
推
進
方
針

　

は
た
ら
く
人
に
と
っ
て
最
も
身
近
で
、信
頼
さ
れ
安
心
し
て
利

用
い
た
だ
け
る
金
融
機
関
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
教
育
研
修

を
強
化
し
て
現
場
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、推
進
機
構
や
会

員
と
の
協
働
に
よ
る
間
接
構
成
員
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
役
職
員
一
丸
と
な
り
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

退任された前原前監事

新任の尾上監事
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　6月の連合「男女平等月間」の取り組みの一環として「仕
事で悩むあなたを応援（サポート）します！」をテーマに、6
月6日～ 7日の2日間、全国47地方連合会が一斉に労働
相談ホットラインを実施しました。
　連合宮崎は今回の全国一斉労働相談ホットラインに向け
て、デパート前にて街頭活動、連合車による街宣行動、テ
レビコマーシャル、新聞、ＳＮＳ投稿にて周知を行いました。
　当日は専従役員、地域協議会事務局長、構成組織から
の応援者にて電話応対し、2日間で27件の電話相談があ

りました。そのうちの約7割が女性からの相談でした。
　上位の相談項目では、差別等に関するパワハラ・嫌がら
せが10件、賃金に関することが4件となりました。
　『相談者に寄り添う』気持ちを大切に今後も労働相談に取
り組みます。

～仕事で悩むあなたを応援（サポート）します！～

5月29日開催　西都児湯地区推進会議の様子

まずは、
お電話
ください。0120-154-052

いこうよ レンゴウに

連合は、働く人の応援団として労働相談を常時受け付けています。
フリーダイヤル

2022年度 こくみん共済 coop 宮崎推進本部

「地区推進委員会・地区推進会議」
2022年度 こくみん共済 coop 宮崎推進本部

「地区推進委員会・地区推進会議」
　

2
0
2
3
年
5
月
22
日（
月
）

〜
6
月
1
日（
木
）
に
か
け
て

2
0
2
2
年
度
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
宮
崎
推
進
本
部「
地
区

推
進
委
員
会
・
地
区
推
進
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
推
進
委
員
長
、
こ
く
み

ん
共
済 

c
o
o
p
宮
崎
推
進
本

部
代
表
者
の
挨
拶
の
後
、
議
事

次
第
に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
、
宮

崎
推
進
本
部
2
0
2
2
年
度
推

進
活
動
経
過
報
告
な
ら
び
に

2
0
2
3
年
度
推
進
活
動
計
画

（
組
合
員
討
議
案
）
な
ど
の
提
案

を
お
こ
な
い
、
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

開催報告

「地区推進委員会・地区推進会議」開催日程

地　区

宮崎中央地区

県 南 地 区

西都児湯地区

県 北 地 区

日 向 地 区

都 北 地 区

西 諸 地 区

5月31日（水）

5月22日（月）

5月29日（月）

5月30日（火）

5月25日（木）

6月  1日（木）

5月24日（水）

フェニックス・シーガイア・リゾート

テクノセンター

ホテル四季亭

こくみん共済coop延岡支所

日向市障がい者センターあいとぴあ

都北労働福祉会館

小林市中央公民館

会　場開催日

全国一斉集中労働相談ホットライ　全国一斉集中労働相談ホットライ　
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毎
日
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
に
何
ら
か

の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
が
、
そ
の
メ
ー

ル
の
中
に
は
、
知
人
か
ら
の
メ
ー
ル
、

自
分
が
送
っ
た
メ
ー
ル
の
返
事
も
あ
れ

ば
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人
や
、
お
店
、

会
社
か
ら
一
方
的
に
送
ら
れ
て
く
る

メ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
残
念

な
こ
と
に
、
そ
の
メ
ー
ル
の
中
に
は
、

受
信
し
た
人
を
騙
そ
う
と
し
た
り
、
違

法
な
も
の
を
販
売
し
よ
う
と
し
た
り
す

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
重
要
な
お
知
ら
せ
」「
緊
急
の
ご
連

絡
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
と
、
多
く
の

人
は「
何
だ
ろ
う
」
と
思
い
ア
ク
セ
ス
し

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
犯
罪
者
の
狙
い
で

あ
り
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
第
一
段

階
で
す
。『
本
日
〇
月
〇
日
、
午
前
中
に

お
荷
物
配
達
に
伺
い
ま
し
た
が
ご
不
在

で
し
た
の
で
お
手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
下
記
フ
ォ
ー
ム
よ
り
再
配
達
の
お
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。』

メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ム
に

は
、
再
配
達
や
配
送
状
況
確
認
を
促
す

Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
あ
り
、
そ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
配
送
会
社
と
は
一
切
関
係
の
な

い
不
正
な
サ
イ
ト
へ
還
移
し
ま
す
。
氏

名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
住
所
の

入
力
を
求
め
る
画
面
が
表
示
さ
れ
、
さ

ら
に
操
作
を
続
け
る
と
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
の
入
力
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

安
い
通
販
サ
イ
ト
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
検
索
サ
イ
ト
で
検
索
し
て
、
一

般
に
流
通
し
て
い
る
価
格
よ
り
も
大
幅

に
値
引
き
さ
れ
、
安
く
購
入
で
き
そ
う

だ
と
思
っ
て
も
直
ぐ
に
行
動
し
な
い
こ

と
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
や

指
定
さ
れ
た
銀
行
口
座
に
代
金
を
振
り

込
ん
だ
の
に
商
品
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

代
金
引
換
で
注
文
し
て
も
違
っ
た
商
品

が
届
い
た
り
し
ま
す
。

代
金
引
換
で
は
、
宅
配
業
者
に
代
金

を
支
払
う
前
に
、
送
り
状
に
記
載
さ
れ

て
い
る「
依
頼
人
」
の
情
報
を
確
認
し
、

注
文
し
た
販
売
業
者
と
は
違
う
場
合
、

ま
た
は
注
文
し
た
覚
え
が
な
い
場
合
は
、

代
金
を
支
払
わ
ず
、
受
け
取
り
を
拒
否

し
ま
し
ょ
う
。

事
業
者
の
所
在
地
や
連
絡
先
、
他
の

利
用
者
の
評
価
な
ど
情
報
を
自
分
で

し
っ
か
り
と
確
認
し
、〝
少
し
で
も
怪
し

い
と
感
じ
た
ら
注
文
し
な
い
〞
な
ど
、
冷

静
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
○
○
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
」「
○
○
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
」「
○
○
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
」
な
ど
の
表
記
に
、
利
用

停
止
／
利
用
確
認
／
本
人
確
認
／
ア
カ

ウ
ン
ト
／
ロ
グ
イ
ン
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
と
詐
欺
の
可
能

性
大
で
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
や
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
の
入
力
を
求
め

ら
れ
た
ら
、
怪
し
い
と
肝
に
銘
じ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
はたらく人と、地域社会と、未来へ、「つながる!」九州ろうきん。

◎キャンペーン金利は、（一社）日本労働者信用基金協会保証によるお申込み、かつ2024年4月30日までに受付し、2024年5月31日までにお借入（ご契約）した場合、適用となります。その他の保証会社でのお申込みはキャンペーン金利が適用されま
せんのでご注意ください。キャンペーン金利以外の借入条件（金利等）は、九州ろうきんホームページまたは店頭でご確認ください。◎キャンペーン期間中に表示金利が変更される場合もございます。◎ご融資金額は所属される会員等により異なる場合
がございます。◎変動金利型は年2回適用金利を見直します。◎お借入後に返済方法（返済額・返済期間など）を変更される場合には、手数料（税込5,500円）がかかります。変更内容によっては、ご希望に添えない場合もございます。◎お借入予定資金
に九州ろうきんで現在ご利用中のローンの借換が含まれる場合は条件がございます。◎Web完結型ローンは、所属される労働組合・共済会・互助会等との取り決めにより、お申込みを受付できない場合がございます。◎ご返済額の試算はお気軽に〈ろう
きん〉まで。パソコンやスマートフォンから九州ろうきんホームページの「ローンシミュレーション」もご利用いただけます。◎記載内容は、2023年8月1日現在の内容で、保証先を（一社）日本労働者信用基金協会とする場合です。◎金利引下には、カード
ローンのご契約等、取引条件がございます。◎くわしくは、九州ろうきんホームページまたは店頭の商品概要説明書でご確認ください。◎融資には審査がございます。審査の結果、ご希望に添えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。

受付時間/平日 9：00～17：00

0120-796-210
お問い合わせ先　九州ろうきん お客さまサービス室

専用フリーダイヤル●ローンセンター宮崎 （0985）26-9207　●延岡支店【融資部門】 （0982）35-6657　●日南支店 （0987）23-3191
●宮崎県庁支店 （0985）29-4141　●都城支店【融資部門】 （0986）23-2257　●小林支店 （0984）23-1000　●高鍋支店 （0983）23-0740
●日向支店 （0982）52-6131　●西都支店 （0983）43-1212　●高千穂支店 （0982）72-6111　●宮崎市役所出張所 （0985）26-3906
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　2023年5月22日（月）、九州労働金庫宮崎県本部3階会
議室において、2023年度ライフサポートセンター宮崎県
本部幹事会を開催しました。
　ライフサポートセンターについては、2005年8月に行わ
れた「勤労者の暮らしにかかわるサポート事業」のための連
合・中央労福協・労金協会・全労済（現こくみん共済coop）
による4団体合意に基づき、宮崎県においては、2010年
11月「宮崎市」、2013年11月「都城市」、2014年7月「延
岡市」に開設してきました。
　少子・高齢化等をはじめとする社会構造の急激な変化が
進むなかで、勤労者の暮らしに関する不安を解消するため
に、暮らし全般に関する相談・支援活動を通じ、勤労者の
生活の安定と福祉の向上をはかることを目的としています。
　議題は、「１．2022年度事業報告について」、「２．
2023年度事業方針（案）について」、「３．2023年度幹事
会体制について」の協議を行ってきました。
　「１．」については、①宮崎・都城・延岡地区で例年2回開
催しているセミナーについて、上期は、宮崎地区で特定行
政書士の清水愛美氏を講師に「人生100年時代の終活～自分
らしく生きるとは～」（参加者21名）と題して、また、延岡
地区では、山田文美弁護士を講師に「相続って何だろう？～
初級編～」（参加者22名）と題して講演いただき開催してき
たこと、②勤労者の福祉向上をめざし、広く県民を対象にし
た講演会を昨年度実施できなかった都城（参加者82名）・延
岡（参加者42名）で開催してきたこと、③奨学金問題に関す
る一斉相談会の休止に伴う、相談員のマインド・スキル向
上を図るためのガイドブックを有効活用し相談者に対応し
てきたこと等、の報告を行いました。
　「２．」では、①ライフサポートセンター宮崎県本部の役割
は、県内3ヶ所のセンターを統括し、情報の共有化に努め、
具体的な相談事業や研修会への助言・支援を行う、②「ライ
フサポートセンター」を知ってもらい利用してもらうため
に、会員団体・労働組合、行政や社会福祉協議会、ＮＰＯ団

体等への教宣・広報活動を強化していく、③金融・法律・労働・
精神福祉・就労・教育など、労働団体・福祉団体・有識者
関係団体と連携し、専門相談体制の充実を図る、④ＬＳＣ宮
崎には、引き続き労働問題の専門相談員2名（週2日）を配
置していく、⑤各地域に根差した弁護士・司法書士によるよ
り身近な相談態勢を継続し、専門相談日を、火曜日：宮崎、
水曜日：延岡、木曜日：都城とする、⑥ライフサポートセン
ターからの情報発信、啓発活動として、引き続きライフス
テージに根差したセミナーを計画する、3地区（宮崎、都城、
延岡）で講演会を実施していく、⑦2023年度予算について
は、宮崎中央会の公益目的支出計画に基づく、等を提案し
承認されました。
　「３．」では、2023年度の幹事会体制について提案し、承
認され幹事会を終了しました。

ラ イ フ サ ポ ー ト セ ン タ ー 通 信

ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会を開催しました。2023年度

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

センター長
副センター長
副センター長
副センター長
事 務 局 長
事務局次長
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事

役　職
吉岡　英明
中川　育江
鬼束　善史
中原　和雄　
假野　耕司
片平　　彰
重黒木 康恵
松岡　秀行
野地　一行
下原　政広
小川　洋一
宮田　尚典
横山　　茂
日高　靖人
児玉　賢一
内田　佳代
飛松　裕美
濱田　兆章

氏　名
宮崎県労働者福祉団体中央会会長
連合宮崎（会長）
九州労働金庫宮崎県本部（本部長）
こくみん共済 coop（全労済） 宮崎推進本部（本部長）
宮崎県労働者福祉団体中央会専務理事
宮崎県労働者福祉団体中央会常務理事
連合宮崎（事務局長）
みやざき福祉学園（事務局長）
宮崎霊園事業団（理事長）
宮崎県勤労者共済会（副会長）
ファイナンシャルプランナー・年金アドバイザー
弁護士
司法書士
こくみん共済 coop（全労済） 宮崎推進本部（事務局長）
九州労働金庫宮崎県本部（副本部長）
ライフサポートセンター宮崎（事務局長）
ライフサポートセンター都城（事務局長）
ライフサポートセンター延岡（事務局長）

所　属

●2023年度 ライフサポートセンター宮崎県本部幹事会役員体制

　第71回の定時総会が6月2日(金)に開催されました。
2022年度における勤労者旅行会の事業は、長引く新型コロ
ナウィルスの影響を受け伸び悩み、昨年同様に国および地
方自治体からのコロナ関連の助成金を活用しながらの事業
推進活動となりました。年度下期に入りますと、コロナ感
染者の減少と併せて、国の観光推進施策「全国旅行支援割」
が始まり、徐々に事業活動は促進されていきました。会員
団体ならびに協力団体からの出張航空券の受注状況は少し
ずつ回復し、WEBを使用した非対面開催が多かった会議予
約も徐々に対面開催へ移行され、併せて交流会予約も増加

しました。
　結果、この1年間の総取扱高は、目標額180,000千円に
対し、242,265千円（達成率134.5%）の実績となりました。
昨年度との比較では124,854千円の増収となり、事業状況
は少しずつではありますが復調の兆しが見えてきました。
５月初頭のコロナウィルス類型変更後、徐々に経済活動は
コロナ禍前の状況に戻りつつあると感じます。勤労者旅行
会として、コロナからの脱却をめざし、積極的な事業推進
活動を行っていきたいと考えます。

一般社団法人  宮崎県勤労者旅行会 第71回 定時総会報告

【売上高推移】 （単位：千円）

航空券
タクシー券
宿泊/懇親会
合計

2018年度
193,861
38,304
124,236
356,401

2019年度
180,771
37,110
113,578
331,459

2020年度
27,352
15,100
27,389
69,841

2021年度
42,844
19,552
55,015
117,411

97,500
20,000
62,500
180,000

133,263
23,781
85,221
242,265

目標 実績
2022年度

理事長
専務理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
理事
監事
監事

役職名
中原　和雄
日高　靖人
大村　謙司
太田 久美子
青屋　直樹
金丸　　優
川崎　哲伸
鬼束　善史
今村　彰博
落合　直文
廣田　健志
中原　広幸
假野　耕司

氏　名
こくみん共済coop宮崎推進本部
こくみん共済coop宮崎推進本部
宮崎県職員労働組合
自治労宮崎県本部
宮崎市役所職員労働組合
旭化成労働組合
ＵＡゼンセン宮崎県支部
九州労働金庫宮崎県本部
トヨタグループ宮崎労働組合
ホンダロック労働組合
宮崎県勤労者旅行会
自治労宮崎県本部
宮崎県労働者福祉団体中央会

所 属 団 体

【2022年度 役員体制】

中原理事長挨拶 総会の様子
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（公財）宮崎霊園事業団2023年度 評議員会を開催しました！！
　2023年6月1日（木）に九州労働金庫宮崎県本部会議室にお
いて、2023年度公益財団法人宮崎霊園事業団第1回評議員会
を開催しました。
　評議員会は、評議員9名、理事5名、監事2名、オブザーバー
8名の出席となり、議長に井﨑誠評議員（九州労働金庫宮崎県本
部）が選出され開会されました。
　冒頭の野地理事長の挨拶では、評議員各位に対し多忙中の出
席に感謝の意を表した後、前年度の宮崎霊園事業団の事業推移
の概略について説明を行い、評議員会での真摯な議論が要請さ
れました。
　議事は、假野専務理事より、第1号議案「2022年度事業報告
承認の件」、第2号議案「2022度収支決算報告および監査報告
承認の件」、第3号議案「役員の報酬承認の件」、第4号議案「役
員改選および評議員補充選任の件」が提案され、全議案が承認さ
れ可決されました。特に、第2号議案では、公益法人として認定
継続の遵守事項である財務三基準（収支相償、公益目的事業比
率、遊休財産額保有制度）をクリアしていることが報告されました。
　また、假野専務理事より、報告事項として2023年度事業計
画および収支予算報告が行われました。
　なお、今回の評議員会で4年間理事長として活躍してこられた
野地理事、新任の安部評議員よりそれぞれあいさつを受けました。

理 事 長
評 議 員

野地　一行
石田　正之

宮崎県労組会議
こくみん共済coop宮崎推進本部

■ 退任された理事および評議員
役　職 氏　名 出身団体

評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員
評 議 員

■ 2023年度～ 2025年度評議員名簿
役　職 氏　名 出身団体 備考

矢野 崇徳
下原 政広
中村 純忠
井崎 　誠
安部 康弘
廣田 健志
松岡 秀行
小川 洋一
橋口 行雄
柿塚 邦彦

連合宮崎
宮崎県労組会議
退職者連合
九州労働金庫宮崎県本部
こくみん共済coop宮崎推進本部
宮崎県勤労者旅行会
みやざき福祉学園
一　般
一　般
一　般

 

新任

理 事 長
副理事長
専務理事
常務理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
監　　事
監　　事

■ 2023度役員体制
役　職 氏　名 出身団体 備考

西村 仁
川崎 哲伸
假野 耕司
片平 彰
中川 育江
野﨑 一俊
佐藤 勇二
中原 広幸
日髙 靖人
児玉 賢一

宮崎県労組会議
ＵＡゼンセン宮崎県支部
宮崎県労働者福祉団体中央会
九州労働金庫宮崎県本部
連合宮崎
宮崎ガス労働組合
日産サティオ宮崎労働組合
自治労宮崎県本部
こくみん共済coop宮崎推進本部
九州労働金庫宮崎県本部

重任
重任
重任
重任
重任
重任
重任
新任
重任
重任

野地理事長あいさつ 評議員会の様子
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宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。旭
化
成
労
働
組

合
の
福
田
浩
司
と
申
し
ま
す
。突
然
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
人
生
の
中
で
い
く
つ
の
顔

（
役
割
）を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、
今

の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
働
く
者
と
い
う
顔（
役
割
）以
外
に

は
、
父
親
、
夫
、
子
供
と
い
う
役
割
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
私
の
趣
味
は
、
キ
ャ
ン
プ
、

ス
キ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な
ど
で
す
が
、

余
暇
を
楽
し
む
人
と
い
う
顔
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
近
、「
キ
ャ
リ
ア
」と
い
う
言
葉
が
新

聞
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
の
定
義
は
様
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ド
ナ
ル
ド
・

ス
ー
パ
ー
氏
と
い
う
学
者
が
提
唱
し
た

キ
ャ
リ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
ご
紹
介
を
し
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
氏

に
よ
る
と
キ
ャ
リ
ア
と
は
、
仕
事
上
の
役

割
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
、

つ
ま
り
人
生
に
お
け
る
役
割
の
組
み
合
わ

せ
で
あ
り
、
人
に
は
左
記
９
つ
の
役
割
が

あ
る
と
提
唱
を
し
て
い
ま
す
。

①
子
供
、②
学
ぶ
人
、③
余
暇
人
、④
市
民
、

⑤
働
く
者
、⑥
配
偶
者
、⑦
家
庭
保
持
者
、

⑧
親
、⑨
年
金
受
給
者

さ
ら
に
、そ
れ
ら
の
役
割
は
人
生
の
ス
テ
ー

ジ
ご
と
に
重
複
し
た
り
、
変
化
し
た
り
す

る
も
の
で
、
ま
さ
に
虹
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー

理
論
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
仕
事
が
忙
し
く
家
族
や
子
供

と
の
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
時
に
は
、

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
」と
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
時

は
、
こ
の
キ
ャ
リ
ア
レ
イ
ン
ボ
ー
理
論
を

思
い
出
し
て
、
人
生
を
振
り
返
っ
た
時
に

「
そ
の
よ
う
な
時
も
あ
っ
た
な
」と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
は
様
々
な
役
割
の
組
み
合
わ
せ
で
今
を

生
き
て
お
り
、そ
の
役
割
も
徐
々
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
今
の
役
割
を
大
事
に
し
な

が
ら
、
し
な
や
か
に
物
事
を
と
ら
え
て
、

次
の
役
割
に
移
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
が
、
自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
に
は
い
く
つ
の
役
割
が
あ
り
ま

す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
虹
の
よ
う
に

彩
り
豊
か
に
演
じ
て
、
日
々
を
大
切
に
過

ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　県では、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に１年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に１年以上お勤めされているなどの申込条件を満たす方で
あれば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州
労働金庫宮崎県内営業店にてご確認ください。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

項目

年率（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

１.２%

５００万円

１０年以内（最長４年の元金据置可）

生活資金

２.０%

１００万円

５年以内

県内の九州労働金庫各支店の窓口で受け付けています。

•ローンセンター宮崎  （０９８５）２６－９２０７　【平日】10時～17時　【日曜】10時～17時　【定休】水曜、土曜、祝日

•延岡支店（融資部門） （０９８２）３５－６６５７　【平日】10時～15時　【定休】土曜、日曜、祝日　　

•都城支店（融資部門） （０９８６）２３－２２５７　【平日】10時～15時　【定休】土曜、日曜、祝日

上記以外の支店については、九州労働金庫ホームページを御覧ください。⇨

パンフレットは
こちらから↓

◇お問合せ先◇

中央会　副会長　（旭化成労働組合）

福田 浩司さん

※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。

●
発
行
所
 一
般
社
団
法
人
 宮
崎
県
労
働
者
福
祉
団
体
中
央
会
　
宮
崎
市
別
府
町
３
番
９
号
　
労
働
福
祉
会
館
４
階
　
TE
L2
4
-5
5
5
0
　
●
発
行
人
 吉
岡
英
明
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